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　1．はじめに

　当工場は2002年に素形材センター会長賞と環境負
荷量低減賞を同時受賞させていただき 6年後の今年、
経済産業省製造産業局長賞受賞となった。
　この間も環境改善は休むことなく継続され、緑豊
かな環境の中に自然と調和の取れた環境に優しい工
場を目指し取り組んできた結果が実を結んだと思っ
ている。

　これまでの活動経緯について紹介する。

　2．工場内外の環境の概要

　当社の横地工場の所在地は、静岡県菊川市南東の丘
陵地にあり標高55メートルに工場を建設し、北西方
向には菊川市街地を望み周囲は茶畑に囲まれた環境の
中に立地している。
　・敷地面積：206 ,245m2

　・建屋面積：26 ,122m2

　・生  産  量：6,800 t/年
　今から13年前の1995年 9 月に操業を開始し、アル
ミダイカスト鋳造を主にマグネシウムの鋳造と機械加
工を行い、特に大型トラックなどのトランスミッショ
ンケース・フライホイールハウジング等の生産を行っ
ている。
　2003年からはマグネシウム材の鋳造生産台数も増加
して部品の更なる軽量化に貢献している。

　3． 環境改善の経過と環境優良工場としての
特徴

　工場周囲の環境が素晴らしく、環境マネジメントシ
ステムISO14001を2004 年に認証取得し、資源の再利
用推進と省エネルギーに努め、環境負荷化学物質の不
使用に取り組み、環境推進委員会を設立し、小委員会
を設置して活動を展開した。
　廃棄物の分別強化（外国人作業者にも分かるように、
説明をポルトガル語でも併記して理解を求めた）を進写真 1　当社の環境方針
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め、徹底したリサイクルを行った（写真 2）。
　資源の有効活用に取り組み、2007年 4 月からは工場
内全部署を対象に朝礼前の「5分間清掃」を展開し、
社会への環境に対する意識が高まり、従業員一人一人
が消費電力の削減やCO2の削減に努めている。
　また、製造設備の作業デッキと建屋天井の距離が狭
いため作業時に発生する熱を強制的に屋外へ排出する
ためにルーフファンを設置して作業環境の改善を図っ
た（写真 3）。

　4．CO2 の削減

①設備総合効率の改善（図 1）でCO2 削減に貢献。
　生産量をCO2 排出原単位で比較改善。

②不良率の改善（図2）でCO2削減（図3）に貢献。
　不良率の削減で不良補充分の生産量を削減。

写真 2　廃棄物の分別説明掲示物の一部

写真 3　製造設備に設置したルーフファン

図 1　設備総合効率推移（OEE）

図 2　不良率推移

図 3　CO2排出量推移
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　5．エネルギーの削減

　電気、LPG使用量の削減（図 4、図 5）
・ 休日の溶解保持炉での保持温度を 670℃ → 640℃に
変更してLPG使用量を削減。

・ 工場コンプレッサーの圧力設定を見直し、1kg/cm2

の減圧（7kg/cm2 → 6kg/cm2）により消費電力を
削減。
・休止ラインへのエアー供給停止（写真 4）。
・ 鋳造用クーリングタワーのポンプにインバータを取
り付けて消費電力を削減。

　6．人・設備・生産活動の現状と見通し

①売上高（2007年度）：53 億円
②工場敷地面積：206,245 m2

③建屋面積：26,122 m2

④従業員数： 97 名
⑤主要設備：
　・鋳造設備ダイカストマシン
　　　  　　3,550 t　　　 　　　　　　　1台
　　　  　　3,500 t　　　 高真空　　　　1台
　　　  　　1,800 t　　　 Mg対応　 　　1台
　　　  　　1,650 t　　　 　　　　　　　1台
　　　  　　1,600 t　　　 　　　　　　　1台
　　　  　　  800 t　　 　Mg対応　 　　1台
　　　  　　  800 t　　　 　　　　　　　1台
　・機械加工ライン　　　　　　　　  9 ライン
　マグネシウム防燃ガスの 6ふっ化硫黄の代替フロン
ガスへの切り替えを 2009 年度に予定し地球温暖化係
数の高いガスの使用削減を進める予定である。

　7．将来の展望及び抱負

　環境に配慮した工場でなくては地域や社会に受け入
れてもらうことは難しくなってきた。
　企業はその責任を果たさなければ、やがて世の中か
ら弾き出されてしまう。私たちの工場も例外ではなく、
環境改善活動を継続してきた甲斐もあり今年、念願の
局長賞を受賞することができた。
　この 6年間の活動が賞の重みを倍増させ、それに相
応しい工場であり続けるために更なる活動を展開して
行きたい。そして、5年後の2013年には胸を張って大臣
賞に挑戦できる工場になれるように努力して参りたい。

760

780

800

820

840

860

880

900

920

940

960

980

０
３
期

０
４
期

０
５
期

０
６
期

０
７
期

０
８
上
期

月
平
均
 
使
用
量
（
×
1
,0
0
0
kw

h）

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

原
単
位
（
kw

h
/
ｔ）

目標値（原単位）

使用量（×1,000kwh）

使用量原単位（kwh/t)

写真 4　エアー供給停止用ボールバルブ

図 4　LPG使用推移
“皆で取り組む省エネ”

図 5　電力量使用推移
“ムダ”を排除したエネルギ－の節減
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